
議員氏名：大沼 英樹 

議案番号：陳情第１０号 

案 件 名：非核三原則の尊重と堅持を求める意見書を国に提出することを求める陳情書 

討論内容： 

私は、陳情１０号に不採択の立場で討論をさせていただきます。 

本陳情の趣旨は理解しておりますけれども、意見書の提出には同意をいたしかねます。 

戦後８１年が経過し、一部の領土問題という未解決の課題を抱えつつも、我が国は国際的に認め

られた領土、領空、領海を平和かつ安定的に維持をしてきました。 

しかし、現在、海を隔てた隣国による核軍備の増強をはじめ、日常的な領海、領空侵犯、国境付近

や国境を越えるミサイル発射の脅威にも直面をしており、特に昨今は活発な軍事行動が行われてい

ると小泉防衛大臣の発言が報道もされており、現在の国防は最重要課題であります。 

世界中の人々が善人であれば警察は不要であるという論理が現実の危機管理において成り立たな

いのと同様に、対話が成立しない存在や突発的な脅威から国民の命と財産を守るためには、適切な

警察力と確実な防衛力を備えることが国家として当然の責任です。 

戦争や核のない世界の希求は私も強く思いますし、国民共通の願いでもあります。日本の恒久的

平和を求めるならば、特定の偏った政治思想やプロパガンダを排し、いかに現実に即した秩序を実

現するかという点に注力をすべきです。 

防衛力や危機管理を軽視した意見書が多数提出、採択されることは、結果として悪意を持つ国に

誤ったメッセージを与え、かえって威圧や挑発を招き、日本の平和と安全を損なうおそれもありま

す。ですから、世界の全てが平和という前提で主張するのではなくて、外交や防衛の最前線にある

現実の脅威を直視し、政治的思惑や利権にとらわれない実効性のある防衛と平和の在り方が必要だ

と思っております。以上です。 


